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第6章 設計の具体例 

 ここでは各施設（教育施設、公園、事務所、道路、個人住宅）における敷地面積に対す

る設計の具体例を示す。これらの具体例を参考に設計に役立てていただきたい。 

 

6.1 教育施設の設計 

6.1.1 区内における教育施設の敷地面積の概要 

「令和 3 年度世田谷区土地利用現況調査及びテクニカルレポート（令和 4年 3月） 

世田谷区」のデータに基づいて、区内における教育施設（小学校、中学校）の敷地面積

を調査した。結果を表6.1に示す。 

区内の教育施設は、敷地面積 10,000m2以上が最も多い。 

ここでは、以下の敷地面積２ケースについて、設計の具体例を示す。 
・14, 000m2（同 10,000m2以上の平均） 

・8,000m2（同 5,000m2以上 10,000m2未満の平均） 

 

表 6.1 区内の教育施設における面積区分 
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6.1.2 教育施設の設計の具体例 

（１）区立小・中学校（敷地面積 14,000m2）の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 14,000m2 
■ 植 栽 面 積 3,200m2 グラウンド面積 4,500m2 
■ 単位対策量 1,000m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 14,000m2×1,000m3/ha÷10,000＝1,400.0m3 
 

・浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、グラウンド、浸透ます、浸透トレンチ）及び貯留施設（地下貯留、雨水

タンク）を組み合わせて設置する。設置対策量の算出を表6.2に示し、設計の配置例を

図6.１に示す。 

 

表 6.2 設置対策量の算出 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 3,200 ㎡ 160.0 ㎥

0.002 ㎥/㎡・ｈｒ 4,500 ㎡ 9.0 ㎥

浸透ます 浸透Ｕ形ます（400用ポーラスコンクリート） 1.258 ㎥/箇所・ｈｒ 21 箇所 26.4 ㎥

浸透トレンチ 地下透水管（Ⅱ型）（500×700）φ200mm 0.557 ㎥/ｍ・ｈｒ 750 ｍ 417.7 ㎥

613.1 ㎥

792.0 ㎥ 792.0 ㎥

0.2 ㎥ 0.8 ㎥

792.8 ㎥

1,405.9 ㎥

浸
透
施
設

施設対策量合計（C＋F＋I）

グラウンド

設置対策量
F＝D×E

計

貯
留
施
設

貯留施設の種別
貯留容量
（㎥）
G

箇所
H

設置対策量
I＝G×H

地下貯留（33ｍ×20ｍ×深さ1.20ｍ）

単位貯留・浸透量
D

1

計

雨水タンク 4

設置数量
E
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図 6.1 教育施設（敷地面積 14,000m2）における設計の配置例 

 
 
（２）区立小・中学校（敷地面積8,000m2）の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 8,000m2 
■ 植 栽 面 積 1,600m2 グラウンド面積 3,196m2 
■ 単位対策量 1,000m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 8,000m2×1,000m3/ha÷10,000＝800.0m3 
 

・浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、グラウンド、浸透ます、浸透トレンチ）及び貯留施設（地下貯留、雨水

タンク）を組み合わせて設置する。設置対策量の算出を表6.３に示し、設計の配置例を

図6.２に示す。 

 

 

（ ）は浸透トレンチ数量 
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表 6.3 設置対策量の算出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.2 教育施設（敷地面積8,000m2）における設計の具体例

（ ）は浸透トレンチ数量 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 1,600 ㎡ 80.0 ㎥

0.002 ㎥/㎡・ｈｒ 3,196 ㎡ 6.3 ㎥

浸透ます 浸透Ｕ形ます（400用ポーラスコンクリート） 1.258 ㎥/箇所・ｈｒ 33 箇所 41.5 ㎥

浸透トレンチ 地下透水管（Ⅱ型）（500×700）φ200mm 0.557 ㎥/ｍ・ｈｒ 866 ｍ 482.3 ㎥

610.1 ㎥

200.0 ㎥ 200.0 ㎥

0.2 ㎥ 0.8 ㎥

200.8 ㎥

810.9 ㎥

浸
透
施
設

地下貯留（20ｍ×8ｍ×深さ1.25ｍ） 1

施設対策量合計（C＋F＋I）

雨水タンク 4

計

貯
留
施
設

貯留施設の種別
貯留容量
（㎥）
G

箇所
H

設置対策量
I＝G×H

グラウンド

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計
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6.2 公園の設計 

6.2.1 区内における公園の概要 

「令和 3 年度世田谷区土地利用現況調査及びテクニカルレポート（令和 4年 3月） 世

田谷区」のデータに基づいて区内における公園の概要を調査した。結果を表6.４に示す。 

区内の公園は、敷地面積3,000m2未満の公園数が最も多くなっており、公園数全体の

約 90%を占めていることがわかる。 

ここでは、以下の敷地面積３ケースについて、設計の具体例を示す。 

・400m2  （同 1,000m2未満の平均） 

・1,700m2（同 1,000m2以上 3,000m2未満の平均） 

・4,000m2（同 3,000m2以上 5,000m2未満の平均） 

 

表 6.4 区内の公園における面積区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6.2.2 公園の設計の具体例 

（１）敷地面積 400m2の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 400m2 
■ 植 栽 面 積 80m2 
■ 単位対策量 600m3/ha 
■ 必要対策量 400m2×600m3/ha÷10,000＝24.0m3 
・浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、緑溝、浸透ます、浸透トレンチ）を組み合わせて設置する。設

置対策量の算出を表６.５に示し、設計の配置例を図６.３に示す。 
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表 6.5 設置対策量の算出 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 80 ㎡ 4.0 ㎥

緑溝 300用 0.258 ㎥/ｍ・ｈｒ 15 ｍ 3.8 ㎥

浸透ます 浸透Ｕ形ます（400用ポーラスコンクリート） 1.258 ㎥/箇所・ｈｒ 4 箇所 5.0 ㎥

浸透トレンチ 地下透水管（Ⅱ型）（500×700）φ200mm 0.557 ㎥/ｍ・ｈｒ 37 ｍ 20.6 ㎥

33.4 ㎥

33.4 ㎥施設対策量合計（Ｃ＋Ｆ）

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計

浸
透
施
設

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.３ 公園（敷地面積400m2）における設計の配置例 

（ ）は浸透トレンチ・緑溝数量 

25m

1
6
m

浸透U形ます
（400用）

地下透水管Ⅱ型
500×700φ200

緑溝
300用

(1
0
.0
m
)

(4
.0
m
)

(23.0m)

(15.0m)
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（２）敷地面積 1,700m2 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 1,700m2 
■ 植 栽 面 積 340m2 
■ 単位対策量 1,000m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 1,700m2×1,000m3/ha÷10,000＝170.0m3 

 
・浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、緑溝、浸透ます、浸透トレンチ）及び貯留施設（公園・緑地貯

留）を組み合わせて設置する。設置対策量の算出を表６.６に示し、設計の配置例を

図６.４に示す。 

 

表 6.６ 設置対策量の算出 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 340 ㎡ 17.0 ㎥

緑溝 300用 0.258 ㎥/ｍ・ｈｒ 30 ｍ 7.7 ㎥

浸透ます 浸透Ｕ形ます（400用ポーラスコンクリート） 1.258 ㎥/箇所・ｈｒ 6 箇所 7.5 ㎥

浸透トレンチ 地下透水管（Ⅱ型）（500×700）φ200mm 0.557 ㎥/ｍ・ｈｒ 42 ｍ 23.3 ㎥

55.5 ㎥

120.0 ㎥ 120.0 ㎥

120.0 ㎥

175.5 ㎥施設対策量合計（C＋F＋I）

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計

貯
留
施
設

貯留施設の種別
貯留容量
（㎥）
G

箇所
H

設置対策量
I＝G×H

公園・緑地貯留（25ｍ×16ｍ×深さ0.3ｍ） 1

計

浸
透
施
設
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図 6.４ 公園（敷地面積 1,700m2）における設計の配置例 
 
（３）敷地面積 4,000m2の場合 

設置条件は以下のとおりとし、2 パターンについて、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 4,000m2 
■ 植 栽 面 積 800m2 
■ 単位対策量 1,000m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 4,000m2×1,000m3/ha÷10,000＝400.0m3 
 

１）浸透施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、プラスチック製地下貯留浸透施設）を組み合わせて設置する。

設置対策量の算出を表６.７に示し、設計の配置例を図６.５に示す。 

 

（ ）は浸透トレンチ・緑溝数量 

浸透U形ます
（400用）

公園・緑地貯留

地下透水管Ⅱ型
500×700φ200

25m

1
6
m

50m
3
4
m

緑溝
300用

（30.0m） （10.0m）

（4.0m）（4.0m）

（
4
.0
m
）

（
1
0
.0
m
）

（
1
0
.0
m
）
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表 6.７ 設置対策量の算出  

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 800 ㎡ 40.0 ㎥

417.947 ㎥/箇所・ｈｒ 1 箇所 417.9 ㎥

457.9 ㎥

457.9 ㎥

設置対策量
F＝D×E

計

プラスチック製地下貯留浸透施設※１（10ｍ×20ｍ×深さ2.0ｍ）

設置対策量合計（Ｃ＋Ｆ）

浸
透
施
設

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

 

※1 P8７、P8８の算出例より 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.５ 公園（敷地面積4,000m2）における設計の配置例 
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２）浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、緑溝、浸透ます、浸透トレンチ）及び貯留施設（公園・緑地貯

留）を組み合わせて設置する。設置対策量の算出を表６.８に示し、設計の配置例

を図６.６に示す。 

 

表6.８ 設置対策量の算出 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 800 ㎡ 40.0 ㎥

緑溝 300用 0.258 ㎥/ｍ・ｈｒ 50 ｍ 12.9 ㎥

浸透ます 浸透Ｕ形ます（400用ポーラスコンクリート） 1.258 ㎥/箇所・ｈｒ 6 箇所 7.5 ㎥

浸透トレンチ 地下透水管（Ⅱ型）（500×700）φ200mm 0.557 ㎥/ｍ・ｈｒ 86 ｍ 47.9 ㎥

108.3 ㎥

300.0 ㎥ 300.0 ㎥

300.0 ㎥

408.3 ㎥施設対策量合計（C＋F＋I）

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計

貯
留
施
設

貯留施設の種別
貯留容量
（㎥）
G

箇所
H

設置対策量
I＝G×H

公園・緑地貯留（40ｍ×25ｍ×深さ0.3ｍ） 1

計

浸
透
施
設

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.６ 公園（敷地面積4,000m2）における設計の配置例 

 

（ ）は浸透トレンチ数量 

公
道

放流口

80.0m

5
0
m

浸透U形ます
（400用）

地下透水管
500×700

40m

2
5
m

公園・緑地貯留

緑溝
300用

（17.0m）

（17.0m）

（
8
.0
m
）（
2
0
.0
m
）

（13.0m） （
1
1
.0
m
）

（50.0m）
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6.3 事務所の設計 

「令和3年度世田谷区土地利用現況調査及びテクニカルレポート（令和4年3月） 世

田谷区」のデータに基づいて区内における事務所の概要を調査した。結果を表6.9に示

す。 

区内の事務所は、敷地面積 1,000m2未満の事務所数が最も多くなっており、事務所

数全体の約 90％を占めていることがわかる。 

ここでは、以下の敷地面積ケースについて、設計の具体例を示す。 

・540m2  （同平均） 

 

表 6.9 区内の事務所における面積区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
6.3.1 事務所の設計の具体例 

(1)敷地面積 540m2の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 540m2 
■ 単位対策量 600m3/ha 
■ 必要対策量 540m2×600m3/ha÷10,000＝32.4m3 

 

・浸透施設による対策 

浸透施設（浸透ます、浸透トレンチ）を設置する。設置対策量の算出を表6.10に示し、

配置例を図6.7に示す。 

 

表 6.10 設置対策量の算出 
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図 6.7 事務所（敷地面積540m2）における設計の配置例 

 

（ ）は浸透トレンチ数量 
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6.4 道路の設計 

6.4.1 区内における道路の概要 

「令和3年度世田谷区土地利用現況調査及びテクニカルレポート（令和4年3月） 世

田谷区」のデータに基づいて区内における道路の概要を調査した。結果を表6.11に示

す。 

道路幅員別の面積では、幅員 8m未満の区道が全道路面積の約73%を占めており、

幅員別では、幅員 4m～6mの面積割合が最も高くなっている。 

ここでは、以下の幅員４ケースについて、設計の具体例を示す。 

・4m（歩道なし） 

・6m（歩道なし） 

・8m（片側歩道） 

・12m（両側歩道） 

 

表 6.11 各道路区分の幅員別面積 
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6.4.2 道路の設計の具体例 

（１）幅員 4mの場合 

設置条件は以下のとおりとし、L形側溝と LU側溝の場合の2パターンについて、設計

の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 80m2 
■ 単位対策量 600m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 80m2×600m3/ha÷10,000＝4.8m3 
 

・浸透施設による対策 

浸透施設（透水性舗装、浸透ますまたは浸透側溝）を設置する。設置対策量の算出を

表6.1２及び表 6.13に示し、配置例を図6.8に示す。 

 

■L形側溝（300B を使用する場合） 

 

表 6.12 設置対策量の算出（幅員 4m、L 形側溝） 

 
 
 

 

 

 

■LU側溝（240 用を使用する場合） 

 

表 6.13 設置対策量の算出（幅員 4m、LU 側溝） 
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図 6.8 道路（幅員 4m）の具体例における設計の配置例 

 
透水性舗装面積＝（幅員 4.0m－L形側溝の幅 0.50m×2）×20.0m＝６０.0m２ 

透水性舗装面積＝（幅員 4.0m－LU側溝の幅 0.34m×2）×20.0m＝66.4m２ 
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（２）幅員 6mの場合 

設置条件は以下のとおりとし、L形側溝と LU側溝の場合の2パターンについて、設計

の具体例を示す。なお、L形用浸透ます（改良）の設置にあたっては、民地の出入口やライ

フライン埋設状況を必ず確認すること。 

■ 敷 地 面 積 120m2 
■ 単位対策量 600m3/ha（流域対策推進地区）） 
■ 必要対策量 120m2×600m3/ha÷10,000＝7.2m3 
 

・浸透施設による対策 

浸透施設（透水性舗装、浸透ますまたは浸透側溝）を設置する。設置対策量の算出を

表6.14及び表 6.15に示し、配置例を図6.9に示す。 

 

■L形側溝（300B を使用する場合） 

 

表 6.14 設置対策量の算出（幅員 6m、L 形側溝） 

 
 
 
 
 
 

 

■LU側溝（240 用を使用する場合） 

 

表 6.15 設置対策量の算出（幅員 6m、LU 側溝） 
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図 6.9 道路（幅員 6m）における設計の配置例 

 
透水性舗装面積＝（幅員6.0m－L形側溝の幅0.50m×2）×20.0m）＝100.0 m2 

透水性舗装面積＝（幅員 6.0m－LU側溝の幅 0.34m×2）×20.0m）＝106.4 m2 
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（３）幅員 8m（片側歩道2m）の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。なお、L 型浸透ます（改良）の設置

にあたっては、民地の出入口やライフライン埋設状況を必ず確認すること。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 160m2 
■ 単位対策量 600m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 160m2×600m3/ha÷10,000＝9.6m3 
 
・浸透施設による対策 

浸透施設（透水性舗装、浸透ます）を設置する。設置対策量の算出を表 6.16 に示し、

配置例を図6.10に示す。 

 
表 6.16 設置対策量の算出（幅員 8m、片側歩道2m） 
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図 6.10 道路（幅員 8m（片側歩道2m））における設計の配置例 

 
 
透水性舗装面積＝（幅員 8.0m－L形側溝（300B）の幅 0.55m×2）×20.0m 

=138.0m2 
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(4)幅員 12m（両側歩道2.5m）の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。なお、プラスチック製地下貯留浸

透施設の設置にあたっては、ライフライン埋設状況を必ず確認すること。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 240m2 
■ 植 栽 面 積（植栽ます G-1） 1４.７m2 
■ 単位対策量 600m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 240m2×600m3/ha÷10,000＝14.4m3 
 
・浸透施設による対策 

浸透施設（植栽、透水性舗装、プラスチック製地下貯留浸透施設）を組み合わせて

設置する。設置対策量の算出を表6.1７、配置例を図6.1１に示す。 

 
表 6.17 設置対策量の算出（幅員 12m、両側歩道2.5m） 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽　　　　　　　　　　　 0.050 ㎥/㎡・ｈｒ 14.7 ㎡ 0.7 ㎥

0.020 ㎥/㎡・ｈｒ 72.8 ㎡ 1.4 ㎥

0.753 ㎥/ｍ・ｈｒ 17.0 ｍ 12.8 ㎥

14.9 ㎥

14.9 ㎥

設置対策量
F＝D×E

プラスチック製地下貯留浸透施設※１
透水性舗装

計

施設対策量合計（Ｃ＋Ｆ）

浸
透
施
設

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

 
※１ P87 の算出例より 
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地下貯留浸透施設

 

図 6.11 道路（幅員 12m（両側歩道2.5m））における設計の配置例 

 
植栽面積＝（0.76m×（10.0ｍ－植樹帯縁石 0.15ｍ×2））×2＝１４．７m2 

透水性舗装面積＝（（歩道 2.5m×20.0m－植樹ます 1.06m×10.0m 

－境石 0.15×20.0ｍ）×2）＝７２．８m2 
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6.5 個人住宅タイプ施設の設計 

6.5.1 区内における住宅の概要 

「令和3年度世田谷区土地利用現況調査及びテクニカルレポート（令和4年3月） 世

田谷区」のデータに基づいて区内における住宅の敷地面積規模別件数と建ペイ率を調査

した。結果をそれぞれ表6.18、表6.19及び表6.20に示す。 

区内では、専用独立住宅の平均敷地面積が 143.6 ㎡である。また「世田谷区雨水流

出抑制施設の設置に関する指導要綱」において、雨水流出抑制施設設置計画書の提出

が必要となる小規模民間施設 150㎡以上 500m2未満の平均敷地面積は 259.8 ㎡で

ある。また、建ぺい率は、60％の戸数が最も多くなっている。 

ここでは、以下の敷地面積２ケースについて、設計の具体例を示す。 

・150m2 

・260m2 

 

表 6.18 専用独立住宅の平均敷地面積 
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表 6.19 敷地面積区分別の住宅戸数と面積 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
表6.20 各建ぺい率における住宅戸数と割合 
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6.5.２ 個人住宅タイプ施設の設計の具体例 

（１）敷地面積 150m2の住宅 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 150m2 
■ 建 ぺい率 60％ 

■ 単位対策量 300m3/ha 
■ 必要対策量 150m2×300m3/ha÷10,000＝4.5m3 
 

１）浸透施設による対策 

浸透施設（浸透ます、浸透トレンチ）を設置する。設置対策量の算出を表 6.２１、配置

例を図6.12に示す。 

 

表 6.21 設置対策量の算出 
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図6.12 敷地面積 150m2の住宅における設計の配置例 

 
 
 
 
 
 

（ ）は浸透トレンチ数量 
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2）浸透施設による対策 

浸透施設（雨庭、雨花壇、緑溝、浸透ます）を組み合わせて設置する。設置対策量の

算出を表 6.２2、配置例を図6.13に示す。 

 

2）浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（雨庭、雨花壇、緑溝、浸透ます）及び貯留施設（雨水タンク）を組み合わ

せて設置する。設置対策量の算出を表 6.２２に示し、設計の配置例を図 6.１３に示す。 

 

表 6.22 設置対策量の算出 

種別 施設名

雨庭 300用 0.702 ㎥/ｍ2・ｈｒ 2 ㎥ 1.4 ㎥

雨花壇 300用 0.702 ㎥/箇所・ｈｒ 1 箇所 0.7 ㎥

緑溝 300用 0.259 ㎥/ｍ・ｈｒ 10 ｍ 2.5 ㎥

浸透ます 宅内浸透ます（型番PⅠ）φ150mm 0.250 ㎥/箇所・ｈｒ 1 箇所 0.2 ㎥

4.8 ㎥

0.2 ㎥ 0.2 ㎥

0.2 ㎥

5.0 ㎥施設対策量合計（C＋F＋I）

貯
留
施
設

貯留施設の種別
貯留容量
（㎥）
G

箇所
H

設置対策量
I＝G×H

雨水タンク 1

計

浸
透
施
設

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計
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図 6.13 敷地面積 150m2の住宅（雨庭・雨花壇あり）における設計の配置例 
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（２）敷地面積 260m2の住宅 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 260m2 
■ 植 栽 面 積 20m2 
■ 建 ぺい率 60％ 

■ 単位対策量 300m3/ha 
■ 必要対策量 260m2×300m3/ha÷10,000＝7.8m3 
 

１）浸透施設による対策 

浸透施設（浸透ます、浸透トレンチ）を組み合わせて設置する。設置対策量の算出を

表6.２3、配置例を図 6.14に示す。 

 
表 6.23 設置対策量の算出 
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図 6.14 敷地面積 260m2の住宅における設計の配置例  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ ）は浸透トレンチ数量 
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２）浸透施設による対策 

浸透施設（雨庭、雨花壇、緑溝、浸透ます）を組み合わせて設置する。設置対策量の

算出を表 6.２4、配置例を図6.15に示す。 

 
表 6.24 設置対策量の算出 

種別 施設名

雨庭 400用 0.844 ㎥/㎥・ｈｒ 3 ㎥ 2.5 ㎥

雨花壇 400用 0.844 ㎥/箇所・ｈｒ 2 箇所 1.6 ㎥

緑溝 300用 0.258 ㎥/ｍ・ｈｒ 15 ｍ 3.8 ㎥

浸透ます 宅内浸透ます（型番PⅠ）φ150mm 0.250 ㎥/箇所・ｈｒ 1 箇所 0.2 ㎥

8.1 ㎥

8.1 ㎥施設対策量合計（Ｃ＋Ｆ）

浸
透
施
設

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.15 敷地面積260m2の住宅の具体例（雨庭・雨花壇あり）における設計の配置例  
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